
許　可　申　請　書

令和　〇年　〇月〇〇日

瑞穂市長　森　和之　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　住所　〇〇市〇〇町△△△番地
氏名　〇〇　〇〇　　　　　　　

作成者及び連絡先（　〇〇市□□□町△△△　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社〇〇〇〇(090-****-**** 担当：〇〇)
土地区画整理法第７６条第１項の許可を受けたいので、下記により申請します。

なお、同条第３項の規定により条件が附された場合は、これをすべて遵守します。


記


１　土地区画整理事業の名称　〇〇土地区画整理事業
２　建築行為等を行う敷地の位置及び面積

　従前地番（保留地は底地番）　瑞穂市〇〇字○○△△番（１画地）
瑞穂市〇〇字○○△△番、□□番の各一部（２画地） 
　画地番号　　　　　　　　　　　　　　１街区　　　　　　　　　１、２画地

敷地面積　　８０+１６０．５０＝２４０．５０㎡

３　建築行為等の概要

建築物　（新築・増築・改築・移築・なし）

　工作物　（新設・増設・改設・移設・なし）

土地区画整理法施行令第７０条規定物件の設置等　（あり・なし）

　土地の形質の変更　　　　（あり・なし）

４　建築物等の構造及び用途

　　木造２階建て専用住宅　　ＣＢ２段積み　盛土　雨水桝３箇所　汚水桝４箇所
５　建築面積及び延べ床面積　（既存部分）　（今回申請部分）　（　合　　計　）

建築面積　＝　　　　　０㎡　　　　１００㎡　　　　　１００㎡

延べ床面積＝　　　　　０㎡　　　　１５０㎡　　　　　１５０㎡

　　　　　　　　コンクリートブロック２段積みＬ＝３５ｍ　盛土Ｈ＝３０ｃｍ
６　用途地域及び防火指定の状況

　（用途地域：〇〇地域）
（防火指定： 防火 ・ 準防火 ・ 建築基準法第２２条 ・ 指定なし ）


（備考）
１　申請書は、３部提出してください。

２　申請者が法人の場合は、氏名欄に法人の名称及び代表者の氏名を記載してください。

３　申請者と土地所有者が異なる場合は、土地所有者の承諾書を添付してください。

４　申請書には、次の図書を添付してください。

（1） 付近見取り図

（2） 配置図（縮尺２００分の１以上）

（3） 建築物の各階平面図（縮尺２００分の１以上）

（4） ２面以上の建築物の断面図及び立面図（縮尺２００分の１以上）

（5） 土留め、フェンス等施工の場合は、その断面詳細図（縮尺３０分の１以上）

　（へ）　その他参考となる事項を記載した図書

＊　建築物の立面図及び工作物の断面詳細図には、敷地境界線を記入し、建築物及び工作物から敷地境界までの最小有効空き寸法（離隔寸法）を記入してください。 
記入例





法人の方の場合、代表者（代表取締役等）氏名も記入してください。





１画地（仮換地）、２画地（保留地）のように２筆まとめて申請する場合の例です。





仮換地の場合は従前地番、また、保留地の場合は従前地がありませんので、底地番をそれぞれ記入してください。





仮換地証明や保留地証明に記載してある面積を記入してください。また、数筆にまたがる場合はそれぞれの面積も記入してください。





工作物とは、主に基礎が付随してくるもので、桝やＣＢ積み（フェンスも含む。）等があります。





工作物とは、主に基礎が付随してくるもので、桝やＣＢ積み（フェンスも含む）等があります。





工作物とは、主に基礎が付随してくるもので、桝やＣＢ積み（フェンスも含む）等があります。





工作物とは、主に基礎が付随してくるもので、桝やＣＢ積み（フェンスも含む）等があります。





工作物や土地の形質の変更がある場合は、その詳細


を記入してください。


（例：工作物の長さや、盛土の高さ等）





工作物や土地の形質の変更がある場合は、その詳細


を記入してください。


（例：工作物の長さや、盛土の高さ等）





工作物とは、主に基礎が付随してくるもので、桝やＣＢ積み（フェンスも含む）等があります。





土地区画整理法施行令第７０条規定物件とは、重量が５トンを超える物件（容易に分割され、分割された各部分の重量がそれぞれ５トン以下となるものを除く。）を指します。


また、土地の形質の変更とは、３０ｃｍ以上の盛土・切土等を指します。








